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【わたしたちのまちの概況・特徴】

目指す地域の姿（スローガン）

保土ケ谷西部 地区

●

●

●

●

●

●

●

●

第4期保土ケ谷ほっとなまちづくり（地域福祉保健計画）地区別計画

保土ケ谷西部地区は、区西部に位置し、今井川流域の低地と、周辺の丘陵部からなる地区で
あり、旭区・戸塚区に隣接しています。
今井町、境木町、法泉一～三丁目で構成され、約4,800世帯、約13,000人が暮らしています。
全体として住民の入れ替わりは比較的少なく、多くの人がこの地区に住み続けていると推測
されます。
保土ケ谷バイパスや横浜新道などが近くを走ります。
多くの人が、バスを利用してＪＲ保土ケ谷駅やＪＲ東戸塚駅、相鉄線二俣川駅に出ます。
境木町公園からは、富士山やランドマークタワーを見ることができます。
横浜新道が、法泉町と今井町の境界を貫いています。
今井川いこいの水辺が整備され、水生植物や川の生き物とふれあうことができます。

見守りで安心を奏でる♫

豊かに育つまちのため、まずはできることから始めていこう！

地域内のみなさまと
ゆるやかな見守りを
行います！

世代交流で歴史を奏でる♫
地域のイベントで
多世代の交流を
図ります！

移動支援で新しい出会いを奏でる♫
山坂が多くても誰もが
気軽に出掛けられる
まちを目指します！

共助で助け合いの輪を奏でる♫
困ったときに頼れる
人がいて、場所がある
まちを目指します！
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取組目標や具体的な取組

高齢者も、子どもも、障害のある方も
みんなを見守る地域づくり

● 自治会・民生委員・老人会などの見守り
● 災害時も見据えた要援護者支援
● 配食サービス
● 母親ネットワーク

世代を越えた
交流が生まれる機会づくり
● 子ども食堂（みんなの食堂）
● 講演会等
● 福祉のつどい
● 健康ウォーク
● 小学校児童との交流

外出しやすいまちづくり
＜移動支援と買い物支援＞

● 青パト車両を活用した移動支援

● 移動販売

みんなで連携して
災害に強いまちづくり

● 学校との連携

　

● 自治会と民生委員の連携

● 行政機関との連携

● 啓発活動の実施

配食サービス

チューリップ（子育てサロン）

放水訓練の様子

移動販売車

母親ネットワーク

登下校の見守り活動

情報発信＆情報共有

保土ケ谷西部地区
社会福祉協議会

自治会

学校地域住民

行政機関各種団体

様々な団体や
機関との連携強化

健康講演会

クリスマス音楽会

災害医療講演会

★広報誌の定期発行
★ホームページや
SNSの活用

● 地域防災拠点間の連携


